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定

し

；

 

て

も

間

違

い

と

は

及

ち

な

ー

い

ヤ

あ

ゐ

ぅ

パ

書

忆

は

新

し

い

経

営

学

の

署

:̂ 

向

を

示:±
多

く.
の

用

語

が

豊

隻

発

見

し

.5
る
办
で
あ
る0
企

業

を
—'
箇

の

锡 

慕

共

同

社

会

、
：い
わ
妙
名
経
営
圏
を
構
成
す

.
る
も
の-
と
す
る
ど
：こ
ろ
.

(

ー
五 

頁〕 .
：：
：
ょ

り

始

め

：
て

、

^
業
の
^

^
義
務
に
関
す
る
と
と
ろ
：：

(

九
0
:
¥
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逛
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業
性
格
の
変
貌
論(

九
，一
頁)

、
社

霧

費

用

：
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九
ー
ー
頁)

，

.
'
'V 

七
，3
-

ー
五
0)

ハ
.
.頁

レ

、
独

立

的

組

織

体

.

.
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<
九
ー1
:

*

-貢
献
意
欲
な
い.し
は
協
同
意
欲
の
確.

'.
:

(

九
3
真

第

；
全

溝

利

害

調

酸

の

铸

(

九
三
頁)

、
.
企
業
の
社
会
化
：
，

(

一
三
七 

頁)

：、/:
^

^

^

1が
*

1
者
に
高
^

信
賴
を
も
：0
>
従
業
貴
の
企
業
に
対
し
て 

有
す
る
®

の
変
似
論(

一
七
セ
頁
-

—

者

. ^
1

的
理
論(

ー
七
八
頁)

、

へ
労
資
湘
玉
の
信
頼
感.：

C
S
P

頁

-

長
期
的
な
 

:廣
資
関
係
の
：存
続
、
：

i

関
係
0
安
定
浊
の
増
大

_

ハ
エ
ー
ー
ご
ー
頁

)

、
企
業
の
、水 

•'
'
:減
的
生
命
：'0
1
;
1
 ̂

企
業
の
社
 

浍
的
構
造
、

V

企
業
の
社
会
的
機
能
、
社
会
的
生
産
組
織
、
社

会

的

地

位

(

ニ
五 

:■
'

吗
頁)

、
：
社
会
的
光
制
度
と
化
し
た
現
代
的
機
能
.

(

-*
一
 
五
五
頁)

、
八
止
業
性
格
の
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.進

展
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'
:0
5
六
頁 > 
等
.々…

…

.

°少
し
く
拾
ら' 

.
た
だ
.け
で
も
本
書
が
近
代
的
な

 

経
営
思
顧
之
知
識
を:%
:-?
:て
書
か
：れ
た
も
：の
で
あ
る
こ
へ
と
が
わ
か
る
。
近
代
経

 

営
学
を
生
み
出
す
米
国
の
：社
会
経
済
的
基
盤
を

十
分
. ：.

に
考
え
.て
、
か
く
て
生
れ

. 

た
近
®

食
学
の
a?
論
を
も
っ
て
、
圭
と
七
て
労
§

目
理
論
の
ー
瓌
と
し
て
経

 

■
営
年
金
制
度.が
追
求
さ
れ.て
い
る
の
で
あ
る
。
，

本
書
を
.通
読
ず
：る.づ
；ち
.に
、
わ
.れ
わ
れ
は
経
営
年
金
制
度
を
通
じ
て
も
、
現 

代
の
*

い
..な
る
社
会
経
濟
上
の
問
題
に
直
面
；せ
ざ
る
を
え
な
い
で
あ

5
う
。
経 

:
営
年
金
.

度̂
.雄
、'
.
,本
書
が
示
.レ
て
い
':る

：ご

，
と

く

、

.社
会
保
^ :
制
度
の
.補
尾
^

役
，.
 

.

.割
を
果
す
も
の
で
あ
る
こ
と
は
な
ん
び
と
も
こ
れ
を
疑
わ
な
い
で
あ
ろ
う
が
、

.

.;と
れ
ま
允
本
崔
遍
ボ
す_ご
と
.べ
、
.こ
0:
制

度

を

め

ぐ

，
つ
，
て

.も

、

费

社

会

の

予
 

，
盾

が

露

呈

せ

ら

れ

、

"さ

ら

：
に

こ

れ

，
が

経

営

年

金

制

度

.の
遂
行
の
う
ち
に
，
一
層
深 

.

刻
化
さ
水
る
危
險
性
が
は
ら
ま
れ
て
い
.る
と
と
に
、.
'こ
と
：の
童
大
性
を
知
る
の 

で
あ
る
.0 

.
経
常
年
金
制
度
社.、
組
擊
働
者
の
自
覚
と
活
動
、
：労
働
組
合

Q

不

断
の
要
求
と
压
カ
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
、
ま
た
企
業
経
営
者
側
は
、
こ
れ
を
採
べ 

用
し
て
人
寒
管
理
、
労
務
管
理
の
実
を
潜
げ
た
.か
か
る
事
情
は
妻
の
よ
く
示 

す
と
こ
ろ
で
あ.る
。
し
か
る
に
一
面
に
お
い
て
と
の
こ
と
は
、
労
働
組
合
の
組 

熾
力
の
強
弱
に
よ
つ
て
，こ
の
制
度
よ
り
う
け
る
保
護
の
厚
薄
を
結
果
す
る
こ
と 

に
な
る
：の
で
あ
る.°
経
営
年
金
制
度^:
よ
つ
：て
保
護
さ
れ.て
い
る
労
働
者
は
、

1

般
に
は
高
い
給
料
を
受
け
る
恵
ま
れ
た
人
達
で
あ
り
、

>
—

ビ

ス

業

、
.
商

. 

業
、
農
業
ま
た
は
臨
時
の8

が
.

行
わ
れ
る
未
組
織
賃
金
労
働
者
、
'
自
営
,

 

等
の
-

<

1

1は
こ
の
制
度
よ
り
と
り
残
さ
れ
つ
づ
あ
る
で
あ
ろ
う
。ー

■:
かv

て
労
働 

者
間
の
実
質
上
の
所
得
格
差
は
增
大
し
、
：

 

一̂

^
ま
れ
た
る
も
の
が
ま
す
ま
す 

恵
龙
れ
、
恵
ま
れ
ざ
る
も
の
は
ま
す
ま
す
恵
ま
机
ず
と
©-
結
果
が
現
わ
れ
る
で 

あ
ろ
う
.
こ
と
は
予
想
さ
れ
う
る
と
こ
ろ
で
あ
る
.

。
一
こ
の
傾
向
を
是
正
し
て
、
労'. 

働
若
全
般
が
等. ^

く
こ
：の
制
度
の
悤
恵
に
浴
す
る
.

よ

う

に->
:
の

対

策

は

果

し

て 

本
書
の
.
い
ず
.
.こ
に
あ
.
る
だ
ろ
う
か
。

経
営
年
金
制
度Q

実
施
は
、
労
働
者
の
：移
動
を
不
当
に
妨
げ
る
.恐

：
れ

が

.
あ 

る
。
し
か
し
な
が
ら
よ
り
大
な.る
問
題
は
费
働
者
階
級
に
と
つ
て
、
さ
ら
に
経 

営
者
階
級
を
も
含
め
て
、
こ
れ
が
老
朽
者
処
分
を
推
進
す
る
た
め
め
企
業
内
に
：
 

お
け
る
条
^

^

の
意
味
を
喜
む
こ
と
で
あ
る
？
生
産
な
方
：び
に
経
営
技
術 

の
急
速
な
る
革
新
と
、
匿
済
活
動
の
密
度
の
濃
縮
化
に
よ
る
労
働
者
な
ら
び 

に
経
営
者
の
廃
物
化
あ
る1い
.は
：摩

滅

化

の

速

度

が

.急
速
に
な
り
つ
つ.あ
る
事
情
'
'
 

に
佑
じ
て
、
こ
こ^'
経
営
1

制
度
を
作
り
な
が
ら
、
人
員
の
新
旧
の
交
替
を
：
 

円
滑
化
せ
ん
と
す
る
意
図
は
無
視
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
め
傾
向
.に
対
し

て
も
、
労
働
者
階
級
は
一
：定
の
見
解
と
対
策
を
持
た
だ
け
れ
ば
な
を
ま
い

。
.' 
し

-
.
.
•
+
.
.
.
. 

- 
-

-

書

評

.

■

■

/

本
書
は
ま
た
^
輕
営
年
金
制
度
の
社
盡
済
的
影
響
に
つ
い
て
も
触
れ
る
と 

.
こ
ろ
.が
あ
る
々
そ
の
う
知
に
は
大
な
：る
社
会
経
済
的
問
題
に
つ
な
が
る
も
の
が 

あ

り

、
，
'
ま
^ '
経
営
年
金
制
度
は
企
業
相
宜
間
の
対
労
働
者
I

上
で
の
競
争
を 

.二
層
激
化
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
°-
そ

も

そ

も

が

経

営

年

金

制

度

は

、
.
企 

,業
相
互
の
競
争
な
名
事
態
令
そ
の.発
生
0-
直
接
的
契
機
.の
.ー\
と
.し
て
持
っ
て
い 

.
た
o

で
：あ
る
が
、
|
|
営̂
金
制
^

0.
—

が

、
，
'
競

争

社

会

に

お

け

る

企

業

の

自
 

'.
己
防
禦
手
段
と‘し
て
の
意
義
よ̂

^
て
、
，
企
業
同
士
間
の
競
争
は
こ
れ
の
謹 

に
よ
っ
て
、

一
段
と
激
し
さ
を
潜
す
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
し
か
し
て
本
書
で 

.

.は
こ
の
傾
向
に
対
し.、：こ
の.問
題
の
.解
決
の
要
素
は
、
今
の
と
こ
ろ
経
営
年
金
制 

■度
自
体
の
発
展
めt
ち
に
は
求
：め
え
ら
れ
な
い
と
述
べ
、：
経
営
年
金
制
度
の
研 

。

究
と
1>
3

本
書
当
面
の
研
究
領
域
を
こ
え
た
、
よ

り

広

'
い

研

弈

領

域

に

お

い

て
 

，
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
記
し
て
い
る
の
で
あ
る

。

■

,
 

■

.

こ
の
と
と
は
経
営
年
金
制
度'の
発
展
に
.伴
う
さ
.ら
に
い
ま
一
つ
の
^
自

ほ
 

的
問
題
点
、'.
'
す
な
わ
ち
企
業
の
集
中
化
傾
向
の
強
化
.に
つ
い
て
も
同
断
で
あ 

る
。,
経
営
年
金
碁
金
の
成
長
と®

W

し

て

生

ず

べ

き

傾

向

、
.
.
基

金

の

運

営

と

管
 

理
が
特
定
の
.機
関
、
た
と.え

ば

保

険

会

社

な

ど

に

集

中

せ

'ら

れ

て

、

そ

れ

ら

の 

.
結
果
経
営
年
金
制
度
：の
発
達
に
伴
う
年
金
基
金
の
成
長
は
、
会
社
の
株
式
の
所 

有
に
基
づ
:<
;

支
§3
権
の
、
少
数
の
機
関
ゲ
の
歎
中
を
生
ぜ
:1
.
め
、
，
か
れ
ら
に
ょ 

る
企
業
経
営
の
状
_
に
対
す
る
制
度
的
監
視
の
強
化
に
向
わ
せ
る
こ
と
に
な 

る
0
.,-
'-':よ
う
す
る
に
経
営
年
金
制
度
の_

は
、.
そ
れ
自
体
.の
う
ち
に
、
比
較
的 

少
数
の
法
人
機
関
に.4:
る

社

債

が

ら

び

：
に

^

:

の

大

規

模

な

集

中

所

有

と

い

う

： 

:

f

を
強
め
、
が
れ
ら
：に
よ
る
的
な
企
業
に
対
す
る
監
視
な
い
し
は
制
度

.

.

.
'
. 

.
丫
'
.::
:

'

''
七

玄

0
ー.

5)

，



的
支
配
の
強
化
を
生
み
出
す
と
の
秦
の
指
摘
は
、
独
占
企
業
の
発
生
、

0
 

が

一
饰
に
お
-

> 
て
多
く
の
弊
害
を
生
み
出
し
、
重
丸
な
る
社

4
^
|̂-
上
.の
.間
. 

題
を
造
出
し
、
深
刹
化
さ
せ
て
い
る
取
，突
を
知
る
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
は
、
深

 

.く
経
営
印
金
制
度
そ
の
も
の
を
考
え
ざ
せ
ら
れ

る
と
.
こ
ろ
に
し
て
、

こ
の
^

の

 

.解
決
^
.は
，
.
.
ど
こ
に
、
ど
の.ょ
ぅ
'に
あ
る
\の
で
<あ
ろ
'ぅ̂

0
'
.
'
: 

f 

:-,
:
,
;
:£
^

"

ぅ̂
^

:̂:
^
^

^

、̂

裳
^

制̂
度
^
|
:を
、
..
'
'
-
そ
ー
の
嚴
所
拉
短̂
: 

“
to
r
* 

ま
ゴ
淡
'̂
ど
^

:̂;
^
記
述
せ
;̂
^
こ
#

M

®{c
'
;'
.
i
.
;
t;
:̂
i

^

^

. 

が
特
微
で
あ
る
と
同
時
に
、
.な
に
か
批
判
的
な
強
さ
に
お
い
て
い

ま
少
し
求
め

:

ぃ
^

が〜

し
業
免
廣
^
問
靈
显
^

^

^
备
済
学
晚
な
研
究
吖̂

に
^

ぃ
^ ̂

_

、：

い
ま
：
：
5

 踏
■

み
が
像
^

い
，9
:

'̂ ^
て
.
.
^̂'
:

:
米

研
统
が
そ
の
内
容
に
し
、て
、
.
：
こ
<0
-

营

は

確

か

に

立

派

な

成

果

が

盛

_ら
れ
て
い 

る
が
、
'さ
て 
>

〕

れ
か
ら
、

た
I

ば
わ
が
国
Q

M ,
営

苤

制

度

に

分

析

の

メ

ス 

を
進
め
ん
と
す
る
場
合
、
木
書
が
あ
ま
り
に
米
国
的
な
る
た
め
に
、
そ
の
ま
ま 

直
ち
に
ば
行
い
え
な
い
問
題
が
生
ず
る
で
あ
ろ
ぅ
。

こ
れ
ら
若
干
の
点
が
気
に 

か
か
を
と
し
て
も
、

な
お
か
つ
本
書
を
読
了
せ
る
人
々
は
、

か
な
ら
ず
や
木
書 

を
高
ぐ
評
価
し
て
止
ま
な
い
で
あ
ろ
ぅ
。
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白

本

農

業

生

産

力

證』
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：

寒

農
地
改
革
は
地
主
的
土
地
所
有
.を
そ
の
根
幹
に
お 

い

て

解

伴

し

農

藥

顏

力

：水
幣
を
.
1
:
:段
幾
と
へ
高.
め
；
：
：

た
：：： 

が

、

：
，
農

業

生

：
鹿

カ

の

無

展

は

#

細
農
耕
と
；'<0
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矛

盾

弩 

\

さ
ら
电
深
ぁ
、
鐵

民

層0:
-
;
分

紙

を

進

往

：
せ

：
七

办

：
て

1>

ニ 

る
。

本
書
は
、

日

本

農

業

の

か

か

る

「

戦

後

段

階

の
.

_

襄

_

嚴

造

裏

層

；
：
か

；
ら

解

敗

し

: |
:

ボ

，

試
み
た
::
^

の

：
で

ぁ
_
る
篆
0

ま
- £
.
が
：き̂
'
'

'
へ「
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本

：
：
農_
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坐
産
.力
■

の

读

富

階

J

■

総
括
的 

つ
；か

？
允

第
—

部
A

、
.-
-

そ
：こ
；®

定
点
れ
た
農
業
座̂̂
^ ̂

齒

ヵ
め
戡
偕
規
洚
：と
地
带
浦
造
的
規
定
ル
従
：ゃ
职

_

:
 

W

さ
れ
：

た
；、： ,：

千
町
难
地
连#

#々

ど
攻
眾
敗
=

篇

娘

：

」 

‘

：鹿
ヵ
她̂

に
=
お
抄
：る
農
業
生
：產

ガ0
#

威

：と̂

^ :
:

"

'
 

を
故
析
ル
衣
第
ぬ
部
の̂

態

觀
^

及
办
-

業
^

,

:
 

M

化
，と
価
格
形
成
を
農
業
生
商
.力
と
の
関
係
で
と
り 

あ
っ
か
っ
た
柿
諭
と
か
ら
な
つ
て
い
る
。
笫
■一
部
総 

:

栖

灌

は

せ

「

序

説」

；
：
：
で

；
ま

■

^

新刊紹介，

，上
昇
を
■
記
録
し
て
：い
る
農
業
生
産
力
構
造
.
の
深
部
.
に
， 

:

存
立
オ
る
内
面
盼
矛
盾
は
抑
々
如
何
よ
ぅ

^

メ
ヵ
.

ニ
，
 

ズ
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